
43 
 

第５章 交通運輸・通信 

第１節 交通運輸 

１ 陸上 

宮古管内には、一般国道（指定区間外）1 路線、主要地方道 3 路線、及び一般県道 18

路線がある。 

台風常襲地の宮古島においては、平成 15 年の台風 14 号により電柱等の倒壊、電

力、電話及び上水道等のライフラインが寸断され、緊急輸送道路としての交通機能が

甚大な被害を受けた。 

そのため、防災上の観点から電線類を地中化し、ライフライン及び緊急輸送道路の確

保を図ることを目的として電線共同溝事業に着手している。 

公共交通機関としては、宮古島に 4 事業者、伊良部島に 1事業者がバスの運行を行う

ほか、15 事業者がタクシーの運行を行っている。 

また、近年は観光客を中心に、レンタカーの利用が増加しており、圏域内において 131

社の事業者がレンタカー事業を行っている。 

 
 
図表５－１ 道路の状況（国道・県道・市村道） 
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図表５－２ 自動車の保有状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－３ 島別一般乗合・一般貸切旅客自動車運送事業者（バス）の状況 

 
 

 

図表５－４ 島別一般乗用旅客自動車運送事業者・レンタカー事業者の状況 
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２ 海上 

大小８つの島々から成る宮古圏域では、船舶による海上輸送が現在も人々の生活を支え

る重要な役割を果たしている。 

定期旅客航路としては、宮古島と多良間島間で１業者（週 6 往復）、宮古島と大神島間

で 1業者（1日４～５往復）がフェリー等を運航している。 

 

図表５－５ 宮古圏域における離島航路図（旅客定期） 

 

 

 

図表５－６ 離島航路の現況 
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図表５－７ 離島航路運賃表 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－８ 離島旅客定期航路運送実績 
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図表５－９ 平良港における港湾別船舶積卸実績 
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３ 航空 
宮古圏域には、宮古空港、多良間空港及び下地島空港の３つの地方管理空港（旧第３

種空港）が設置されている。 

宮古空港の乗降客数は、令和２年度は 774,752 人となっている。貨物取扱量は 10 年

連続で１万トンを超え、令和２年 13,008 トンとなっている。 

多良間空港の乗降客数は、ここ数年間 3.9 万人前後で推移していたが、令和２年度は

24,573 人となっている。貨物取扱量は、令和２年度は 214 トンとなっている。 

 
図表５－１０ 空港施設概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－１１ 離島路線別航空輸送実績 
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第２節 通 信 
図表５－１２ 市村別加入電話・公衆電話数 

 
 

図表５－１３ 市村別一般向けブロードバンドの提供状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－１４ テレビ・ラジオ視聴・聴取状況 

 


